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三重教務所通信 
 

                                   

 

 

 
 発行人:三重教務所長 柘植  至 

           〒511-0073 桑名市北寺町 47 教務所開所時間 平日 9：00～17：00 
           ☎：0594-21-8000 ＦＡＸ：0594-21-8010 
           ☜ 三重教務所 E-mail mie@higashihonganji.or.jp 

桑名別院本統寺・三重教区ＨＰアドレス http://mie-betsuin.com/ ☞ 

 
 

○ 教務所員人事のお知らせ 
このたび、下記のとおり発令されましたのでお知らせいたします。 

 

氏 名 前役職 発 令 発令日 

大島  朋昭 三重教務所主計 名古屋教務所主計に任命する 
２０２１年３月１日 

窪田 昌展 岐阜高山教務所主事 三重教務所主計に任命する 

 

○ 第１１次壮年特別伝道実施計画の見直しについて 
第１１次壮年特別伝道実施時期について、特伝推進本部会議（１月２７日開催）にて下記

の通り見直すことを決定しました。 

このたびの変更は、第３ブロック内の四日市組（昨年８月２４日付）に続き長島組（１月

１２日付）ならびに三講組（１月２７日付）が新型コロナウイルス感染症の感染収束が見通

せない中、熟慮の末、それぞれに特伝実施の「無期延期」を決定されたことによるものです。 

 

記 

１ ２０２０年度に本講座一年度目を迎える予定であった第３ブロック（長島・三講・四

日市）以降、同じく準備年度の第４ブロック（中勢一・中勢二・南勢一）、事前協議年

度の第５ブロック（伊賀・南勢二１部、南勢二２部）においても原則として、当面さ

らにもう一年の延期といたします。 

２ 第２ブロック員弁組１、２部本講座最終回の開催期日は員弁組に一任いたします。 

３ 第３ブロックから第５ブロックまでの開始時期は、宗派・政府・県の対応を考慮して

各組（部）ごとに検討いただき、特伝推進本部と協議のうえ決定いたします。当面は

原則としてブロック単位、ブロック順に開始する計画です。 

４ 第１２次壮年特別伝道の開始時期については、第１１次特伝の実施状況により判断い

たします。 

 

※ この件につきましてご質問、ご要望等ございましたら教務所（担当：髙科）まで

ご連絡ください。 

 

○  「花まつり子ども大会」について 
２月８日に開催した「花まつり子ども大会実行委員会」において、今年度「花まつり子ど

も大会」の開催形態について協議いたしました。 

協議の結果、今年度におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大状況を鑑み、子ども

たちを招いての「花まつり子ども大会」の開催は行わず、花まつり実行委員による法要や座

談会を行います。 

つきましては、今年度は一般参加の募集を行いませんので、その旨ご了解ください。 
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○ 春の法要及び宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃

法要お待ち受け記念講演会・シンポジウムインターネットライブ配信につ

いて（「お待ち受け大会」の三重教務所での視聴について） 
真宗本廟では、４月１日から４日まで、「春の法要」、また、５日には、宗祖親鸞聖人御誕

生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要「真宗本廟お待ち受け大会・本廟創立七百五十年記

念大会」が開催されます。 

本年の「春の法要」並びに「お待ち受け大会」については、このたびの新型コロナウイル

ス感染症拡大に鑑み、「真宗大谷派東本願寺【公式】Youtube チャンネル」にて、インター

ネットライブ配信にて行われますので、インターネットにてご覧くださいますようご案内し

ます。 

なお、５日「お待ち受け大会」のライブ配信については、三重同朋会館（三重教務所）３

階講堂において、プロジェクターやスクリーンを設置し、サテライト会場として準備いたし

ます。つきましては、教務所にて視聴できますので、ライブ配信視聴が難しい方はお越しく

ださい。 

 

※ 感染症拡大の状況によっては、日程・行事内容等が変更される可能性があります。 

 

お待ち受け記念講演会・シンポジウム 

期  日：４月４日（日） 

基調講演：山極 寿一 氏（京都大学名誉教授、京都大学前総長） 

講  題：「コロナが教えてくれた人間の生きる意味」 

シンポジウムパネリスト：山極 寿一 氏 

小原 克博 氏（同志社大学神学部教授、良心学研究センター長） 

            楠  信生 氏（真宗大谷派 教学研究所長） 

コ ー デ ィ ネ ー タ ー：一楽  真 氏（大谷大学文学部教授） 

日  程：13：30 開会、13：40 基調講演、15：00 シンポジウム、17：00 閉会 

 

お待ち受け大会 

期  日：４月５日（月）１０：００～ 

  日  程：開会、宗務総長挨拶、勤行 

記念法話 池田勇諦氏 講題「慶喜奉讃に起つ」 

門首挨拶、閉会 

 

ライブ配信閲覧方法 

視聴されたい法要・講演会等の時間になりましたら、 

「真宗大谷派東本願寺【公式】Youtube チャンネル」にお入

りください。 

※ご視聴にあたっては、高速で安定したインターネット環境をご準備ください。 

※配信状況・受信状況により、配信が途切れる場合があります。その際はしば

らく経った後に再度読み込みを行ってください。 

真宗大谷派東本願寺【公式】Youtube チャンネル：

https://www.youtube.com/channel/UCLPB2H1qV_1BjH1KAVizZfA/featured 

https://www.youtube.com/channel/UCLPB2H1qV_1BjH1KAVizZfA/featured
https://www.youtube.com/channel/UCLPB2H1qV_1BjH1KAVizZfA/featured
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○ 慶讃法要に係る新たな記念衣体の制定について（2021年 3月 1日施行） 
このたび、「宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃懇志金奨励事務に関する

内規」が一部改正され、新たな記念衣体が制定されましたので通知いたします。 

 ①「紅色地
べにいろじ

六葉八
ろくようはち

弁
べん

牡丹
ぼ た ん

紋
もん

五条袈裟」（現物交付） 

賞典種別 進納額（衣体毎） 依用資格 

紋白 １５万円 准本座以上の寺族 

平金白入交紋 ３０万円 
准上座以上の寺族 

平金紋 ５０万円 

 

 ②「同色有文
どうしょくゆうもん

地
じ

陰散雲
かげさんうん

六葉八弁
ろくようはちべん

牡丹紋
ぼたんもん

裳附色直綴」（お仕立証） 

   従来、無地無文であった裳附及び色直綴について、模様と紋を入れることが出願により

許可されます。但し、白及び経緯別色もの並びに離紋を除き、正絹染緞子地に限られます。

また、紋径は七糎とします。なお、依用については、対象衣体が許可済みである出願者の

みとなります（個人許可）。 

賞典種別 進納額（衣体毎） 申請資格 対象衣体（相当及び出願） 

上座衣体 ５０万円 
出願者の

依用許可

済みの衣

体に限る 

栗皮色、莟菊色 

准上座衣体 １０万円 薄栗皮色 

本座衣体 １０万円 
鶸茶色、萠黄色、柳色、濃桑色、栃葉

色、薄木蘭色、裏山吹色、薄丁子色 

准本座衣体 １０万円 浅黄色 

 

新たな記念衣体については、申請年度の経常費御依頼が完納であり、御依頼１０ヵ年度以

上連続完納をしており、賦課金の滞納がない場合、下記のとおり取り扱いいたします。この

取り扱いは２０２３年６月３０日までとなります。 

なお、申請に係る特別懇志金は経常費・慶讃懇志金の収納実績とはなりません。 

申請・依用には各種条件がございますので、詳しくは教務所までお問い合わせください。 

 

今月の法語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間の愚かさとは、 

何に対しても答えを持っていることだ。 

ミラン・クンデラ（1929－  ） 
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○ 法話の動画配信について（真宗本廟） 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のため、真宗本廟（東本願寺）及び関連施設

での法話を 2020 年 5 月末まで休止していま

した。 

東本願寺では、その間にも法話にふれてい

ただきたいという願いのもと、2020 年 4 月 1

日（水）より、15 分ほどの「法話」を「いま、

あなたに届けたい法話」と題し、動画で配信

してきました。 

現在は、東本願寺での法話も再開されていますが、ご自宅でも法話をお聞きいただけるよ

う、引き続き法話の動画配信を継続しています。 

2021 年 1 月から、パートⅢの配信がスタートしました。 

パートⅢでは、慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」を

共通テーマにお話しいただきます。 

 是非、東本願寺ホームページよりご覧ください。  

 

東本願寺（真宗大谷派）ホームページ http://www.higashihonganji.or.jp/  

 

東本願寺 ➨ お知らせ ➨ 法話を動画で配信しています 

 

○ 研修会（公開）のおしらせ 
※ どなたでもご参加いただけます。有縁の方をお誘いあわせのうえご参加ください。 
聖典基礎講座 

◎期 日 ３月２６日（金）、４月２３日（金）、５月３１日（月） 

     ※延期となりました１月及び２月の講座は、開催日を後日調整します。 

      詳細が決まりましたら、お知らせいたします。 

◎時 間 １３：３０ ～ １６：００ ※３月２６日のみ１３：００から開催。 

◎場 所 桑名別院本堂（桑名市北寺町 47） 

◎講 師 高柳 正裕 氏（真宗大谷派教学研究所 元所員） 

◎テーマ 「親鸞聖人、そして親鸞聖人が遇われた七高僧に遇う 

―真実の自己・世界に遇う」 

◎参加費 １回１，０００円 

◎その他 新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、参加者名簿を作成します。 

     参加ご希望の方は、三重教務所までメール 

E-mail mie@higashihonganji.or.jpにて申し込みください。 

（①氏名、②何月何日の研修会に参加する、などを記載ください）  

電話での申し込みも可。当日は、マスクを着用ください。 

なお、会場の桑名別院本堂参加者の定員を４０名とし、定員を超えた場合は、

三重同朋会館 3階講堂でモニター視聴での参加となります。 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の流行次第では、今後、研修会等の縮小や中止の可能性があ

りますので、その旨ご了解ください。 

 

 

 

 

http://www.higashihonganji.or.jp/
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○ 三重教学研究室「是旃陀羅」問題に関する学習会講義抄録発行について 
このたび、三重教学研究室による学習会講義抄録『『観無量寿経』「是旃陀羅」問題とは何

か』（鶴見 晃 講述）が発刊されました。つきましては、各寺院１冊送付いたしますので、

お目通しください。 

なお、教区内各組（部）における学習資料として使用する場合は、教務所に在庫がある限

り無償にてお渡ししますので、是非ご活用ください。 

 

○ 第２１回「女性会議」開催における三重教務所での視聴について 
このたび４月１３日に開催予定の第２１回「女性会議」について、別紙開催要項のとおり、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、Ｚoom を使用したオンライン形式で開催されるこ

ととなりました。 

つきましては、三重同朋会館（三重教務所）３階講堂において、プロジェクターやスクリ

ーンを設置し、サテライト会場として準備いたします。つきましては、教務所にお越しいた

だき視聴される方は、教務所（担当：華岡）までご連絡ください。 

 

○ 桑名別院・三重教区ホームページについて 
桑名別院・三重教区ホームページには、最新の情報を掲載していますので、是非ご活用く

ださい。なお、「寺院用ページ」から、本山並びに教務所へ提出する書類をダウンロード出来

ますので、併せてご活用ください。 

また、『三重教務所通信』や教区行事予定（数ヵ月掲載）など、自由に閲覧できますので、

こちらもご利用ください。 

 

○ 誕生児初参り記念念珠の贈与について 
誕生児のお祝いに無償にてお贈りいたします。 

是非ご活用ください。 

 

申請書は、 

三重教区・桑名別院ホームページ⇒寺院用ページ⇒誕生児

初参り記念念珠贈与申請書をクリックしてください。 

 

 

○ ２０２０年度坊守研修会・若坊守研修会開催案内について 
このたび、真宗大谷派坊守会連盟主催の標記研修会について、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、別紙チラシのとおりインターネットにてライブ配信されます。 

つきましては、教区内寺院へチラシを送付するよう依頼を受けましたので、別紙添付のと

おり同封いたします。 

 

○ 大垣真宗学院生募集について 
このたび、２０２１年度の大垣真宗学院生が募集されました。 

つきましては、教区内寺院へチラシを送付するよう依頼を受けましたので、別紙添付のと

おり同封いたします。 

 

○ テレホン法話のご案内  
３月 １日～１５日 ･･･渡邊    薫 氏 （員弁組 西願寺 坊守） 

３月１６日～３１日 ･･･加藤    唯 氏 （員弁組 敎願寺 衆徒） 

 

 心をひらく ２４時間 いつでも どこでも テレホン法話 ☎（0594）23-6191 
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D i a l o g u e （ダイアローグ・対話）   ― 教区教化委員会報告― 

○ 教化推進総務会 

・２月５日会議をオンライン形式で開催した。まず、各部門より進捗状況の報告があった。

次に、宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要に係る企画要員会議」

について、先般１月２０日に開催された同要員会議の報告を受け、現企画要員に総務会

委員全員が入り、合計１４名での要員会議を組織し、今後協議を進めることを確認した。

次に、教区寺院活性化支援室設置について、去る１月２５日に本山企画調整局からの説

明を受け、後日参加者から意見及び感想を提出いただいた。今後、教区内諸機関及び企

画調整局と連携を取りながら進めていく。次に、今年度の総務会所管事業について、教

区合同協議会と新任住職・新教師歓迎懇話会について協議した。教区合同協議会は、来

る４月１４日（水）に、教区教化委員対象で、教区教化事業の見直しについてＷＥＢに

て開催する。新任住職・新教師歓迎懇話会については、当事業については継続すること

を確認したが、今年度の開催については、コロナ禍の状況を見ながら後日判断する。 

 

○ 特伝推進本部 

・１月２７日にオンライン形式で開催。①第１１次、第１２次特伝の実施計画について、

原則１年延期を決定。（詳細は本紙１頁に掲載）②２０２１年度事業計画について協議。

③総務会と教化委員会各小委員会複数名との拡大会議の開催を総務会に要望することを

確認した。 

・２月２２日にオンライン形式で開催。①特伝本部が出向いての「特伝懇談会」を継続協

議。「実験的特伝」と銘打った「第１１次」だったが、特伝・教区のあらゆることを協議

した「教化合同協議会」（正副組長・教導・教区教化委員会合同の協議会）開催がしばら

くなく、各組・部の取組みを共有化できる方途が失われたうえ、コロナ下で特伝も中断

延期を余儀なくされた現状、組・部との交流・意思疎通、要望意見・ご批判を直に聞く

場にするという「特伝懇談会」開催趣旨を明瞭化して「開催」に向けて具体的な方途を

協議した。②総務会提案「教区合同協議会」について協議、意見・要望を確認。課題と

されている教化事業の点検・見直しの必要性もさることながら「教区教化の財政動向の

把握と能動的な対応に関する協議」と「教区教化委員会体制の点検・見直し」が基底に

あるべき。特に、教区教化委員会が特伝推進本部制（２００２年）へと規約改定までし

たが、現状の（特伝本部制以前の）体制へ再改編（２０１４年）されていった経緯、そ

こで挙げられていた問題点の検証を議事録の点検・聞き取りを事務局でされることを要

望として確認した。 

 

〇 青少幼年教化小委員会 

・２月１日に会議を行った。かねて総務会の時に教化事業の見直しを課題として挙げられ

ていたが、今回直接議長と懇談する形で思いを聞き合った。委員からは他の教化委員会

との連携や、教区とは教化とは何かという課題が挙がり、議長からは、「青少幼年事業は

教えに触れる最初の機会であるのではないか。」、「教化とは自分のしたいことが形になっ

ているのだろうか。」、「教区とは私たち一人ひとりのことではないか。」という言葉をい
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ただいた。今回、このような形で委員会を開催し、時々議長との懇談の必要性を強く感

じた。▽慶讃法要や教区寺院活性化支援室設置について出席者から報告をいただいた。

慶讃法要テーマ周知は、「教区の一人ひとりがテーマについて考え、言葉にしていく以外

に周知はないのではないか」という、最もな意見をいただいた。▽その他各部門の報告

をいただいた。次回は４月１２日（月）１３時３０分から行う。 

 

〇 教学研究室 

・２月１８日に月例会をオンライン形式で開催、研究員８名が参加。室長講義では善導著

『観経疏』玄義分「題名門」から「善導大師が示される『仏説無量寿観経一巻』という

経題名を手掛かりに『観経』が持つ全体の深い意味合いを尋ねていかれます。その中で

大師は「無量寿」を釈するにあたって「阿弥陀」という言葉同士の対比説明ではなく、

いきなり「南無阿弥陀仏」に沿いながら展開しているわけです。そこはよく尋ねるべき

ことで『仏説無量寿観経一巻』という経題に着目してください。ここには「無量寿観を

内容の中心として、仏によって説かれた経である」と示されています。大師はここで『観

経』の内容の中心となる「無量寿」とは、端的に言えば「南無阿弥陀仏」であると言わ

れているわけです。つまり『観経』はその経題から「無量寿」とは「南無阿弥陀仏」で

あることを、仏の教えとして証してくださる経典であると、聞き取られたのです」と述

べられた。 

 

〇 教区坊守会 

・２月１５日に役員会を開催した。まず２月５日に開催された総務会の報告をした。その

内容として、①教区合同協議会について。②慶讃法要三重教区お待ち受け大会について。

③教区寺院活性化支援室設置について、所員の方から説明をしていただいた。 

次に、①教区坊守会の来年度事業予定。②年会費の見直し。③『坊守会だより』につ

いて。④総会の議長の選出を含む坊守規約変更について話し合った。また、６月２日に

行われる若坊守研修会についての打ち合わせをした。 

次回役員会は４月１日（木）１３時から開催予定。 

 

〇 出版委員会 

・２月１０日に会議をオンライン形式で開催した。協議案件は①『宗祖の担われた課題 ―

愚禿の名のりと「これ旃陀羅なり」について―』の取り扱いについて。②今年度発行予

定出版物について。まず、『宗祖の担われた課題 ―愚禿の名のりと「これ旃陀羅なり」

について―』の取り扱いについて、昨年１１月に教区内寺院及び組における学習資料と

して活用いただく為３００部発行したが、現在数冊の在庫となっている。このたび、当

冊子の頒布要望があったことから、その取扱いについて協議した。次に、今年度発行予

定出版物として、『「是旃陀羅」問題に関する学習会講義録』（鶴見 晃 著）、『心をひらく』

４２（社会教化小委員会担当）について確認した。次回は６月頃に開催予定。 

 

 

 

 

【 慶 弔 】 

三重組 源正寺 住職  不二門 淨道  （２０２１年２月５日寂） 

三重組 安正寺 住職  山田  孝文  （２０２１年２月１５日寂） 
（敬称略） 
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MONTHLY CALENDAR 三重教区３月行事予定表  Mie MONTHLY CALENDAR 
  

【同封書類】 

① 別院行事案内（Ａ３版：本堂等掲示用。Ａ４版：組門徒会員配布用。）  ② 社教公開講座チラシ ③ 第２１回「女性会

議」チラシ ④ 桑名別院人生講座チラシ ⑤ 慶讃記念衣体について ⑥ ２０２０年度坊守研修会・若坊守研修会」チラシ 

⑦ 大垣真宗学院生募集チラシ ⑧ 桑名別院人生講座ポスター ⑨ 桑名別院春季彼岸会ポスター ⑩ 婦人会だより 

⑪ 『『観無量寿経』「是旃陀羅」問題とは何か』 ※⑤～⑪は寺院のみ 

日 曜 行事内容 

1 月  

2 火 花まつり実行委員会 13：30-（WEB） 

3 水 寺族門徒研修小委員会 13：30-（WEB） 

4 木 合唱団「ひかり」練習 13：00- 

5 金  

6 土  

7 日  

8 月  

9 火 特伝本部会議 13：30-（WEB） 

10 水  

11 木 教研月例会 13：30- 

12 金  

13 土  

14 日  

15 月 子ども会開設サポート企画要員会議 13：30- 

16 火  

17 水  

18 木  

19 金 「差別と人間を考える」協議会常任委員会 14：00-（WEB） 

20 土  

21 日  

22 月 社会教化小委員会 13：30-（WEB）、仏青学習会 13：30- 

23 火  

24 水 児連月例会 13：30- 

25 木  

26 金 聖典基礎講座③13：30- 

27 土  

28 日  

29 月 得度義務研修会 9：30- 

30 火 宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要に係る企画要員会議 13：30（WEB） 

31 水 教区・別院花まつり 


